


議会の情成が変わり毒した
石原議長、第４７代山梨県１町村議会議長会長に就任

平成１０年５月藺時会

県会長
就任机１さつ

議長石原

　
入
梅
も
明
け
暑
さ
厳
し
い
お

り
、
町
民
の
皆
様
に
は
ご
清
祥

の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま

す
。
こ
の
度
不
肖
私
、
山
梨
県

町
村
議
会
議
長
会
の
総
会
に
お

い
て
、
県
下
５
７
町
村
議
会
議
長

様
の
ご
承
認
を
い
た
だ
き
平
成

１
０
年
６
月
－
日
よ
り
４
７
代
会
長

の
要
職
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
誠
に

身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
、
そ
の

重
責
と
使
命
の
重
大
さ
を
痛
感

し
て
お
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

す
。　

私
は
ま
だ
ま
だ
議
員
経
験
も

浅
く
、
も
と
よ
り
浅
学
非
才
で

あ
り
ま
し
て
、
そ
の
器
で
は
な

い
こ
と
は
自
分
が
一
番
よ
く
承

知
い
た
し
て
お
り
、
ご
期
待
に

添
う
こ
と
が
で
き
る
か
危
倶
し

て
お
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

こ
の
う
え
は
全
精
力
を
傾
注
し

西
桂
町
、
西
桂
町
議
会
の
名
誉

の
た
め
に
も
こ
の
大
任
を
果
た

副慶長
就任あいさつ

副謹長渡辺英一郎

　
こ
の
た
び
、
６
月
定
例
議
会

に
お
い
て
、
前
田
副
議
長
が
一

身
上
の
都
合
に
よ
り
辞
任
さ
れ
、

は
か
ら
ず
も
後
任
と
し
て
私
が

選
出
さ
れ
ま
し
た
。
は
た
し
て

皆
様
に
お
応
え
で
き
る
よ
う
な

し
た
い
と
、
心
を
新
た
し
て
お

る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
日
、
国
土
の
均
衡
あ
る
発

展
と
地
方
自
治
の
活
性
化
の
た

め
、
国
・
地
方
を
通
ず
る
行
政

改
革
を
行
い
、
真
の
意
味
で
の

自
主
的
自
立
的
な
地
方
自
治
の

確
立
が
強
く
求
め
ら
れ
て
お
り

ま
す
。
ま
た
急
激
に
進
む
少
子

高
齢
化
、
平
成
皿
年
度
よ
り
施

行
さ
れ
ま
す
介
護
保
険
法
、
地

方
分
権
の
推
進
等
々
多
く
の
重

要
課
題
が
山
積
し
て
お
り
、
特

に
地
方
分
権
に
よ
る
権
限
委
譲

の
推
進
に
よ
り
、
県
市
町
村
は

国
任
せ
の
自
治
か
ら
脱
却
が
迫

ら
れ
、
自
治
体
の
役
割
の
拡
大

に
伴
い
チ
ェ
ッ
ク
機
関
で
あ
る

地
方
議
会
の
充
実
強
化
が
求
め

職
務
が
果
た
せ
ま
す
や
ら
不
安

を
感
じ
て
お
り
ま
す
が
、
同
僚

議
員
の
ご
支
援
と
ご
期
待
を
得

て
選
ば
れ
た
か
ら
に
は
、
お
受

け
す
る
こ
と
に
決
心
い
た
し
ま

し
た
。

　
浅
学
非
才
な
私
で
は
あ
り
ま

す
が
、
自
分
な
り
の
努
力
を
し
、

議
会
の
公
正
と
調
和
を
常
に
念

頭
に
置
き
、
真
に
明
る
い
議
会

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
町
村
議

会
も
分
権
の
時
代
に
耐
え
る
体

力
を
付
け
、
従
来
の
議
会
の
あ

り
方
の
発
想
の
転
換
を
迫
ら
れ

て
お
り
ま
す
。

　
２
ユ
世
紀
を
間
近
に
控
え
、
町

村
議
会
の
交
流
の
中
で
共
に
研

鐘
を
重
ね
、
県
下
町
村
議
会
の

発
展
と
共
に
、
前
田
町
長
が
提

唱
し
て
お
り
ま
す
活
・
活
西
桂

を
目
指
し
、
町
民
の
皆
様
が
健

康
で
豊
か
な
住
み
よ
い
町
づ
く

り
に
最
大
の
努
力
を
い
た
し
て

ま
い
り
ま
す
。
今
後
と
も
倍
旧

の
ご
指
導
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
町

民
の
皆
様
の
ご
多
幸
と
ご
健
勝

を
祈
念
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
ご

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

運
営
が
行
え
る
よ
う
、
努
力
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
が
私

の
責
務
と
考
え
、
そ
の
積
み
重

ね
が
、
す
ば
ら
し
い
町
づ
く
り

に
貢
献
で
き
る
の
で
は
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　
町
民
皆
様
の
深
い
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

し
て
、
私
の
就
任
の
ご
あ
い
さ

つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

：
審
記
案
件
－

覇
告
］
４
件

承
認
２
　
專
決
処
分
事
項
の
報
皆

（
西
桂
町
税
条
例
の
一
部
改
正
）

○
法
律
改
正
に
伴
う
改
正
、
施
行

　
日
の
関
係
で
專
決
処
分
と
な
る
。

承
認
３
　
専
決
処
分
事
項
の
報
告

（
西
桂
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

　
の
一
部
改
正
一

〇
法
律
改
正
に
伴
う
改
正
、
施
行

　
日
の
関
係
で
専
決
処
分
と
な
る
。

承
認
４
　
專
決
処
分
事
項
の
報
告

＾
平
成
９
年
度
西
桂
町
一
般
会
計

　
補
正
予
算
７
号
議
定
〕

Ｏ
１
Ｏ
Ｏ
万
円
を
追
加
し
、
予
算

　
総
額
を
２
０
億
２
千
７
５
３
万

　
－
千
円
と
す
る
補
正
で
あ
る
。

　
老
人
保
健
の
医
療
費
増
高
に
伴

　
い
、
特
別
会
計
へ
繰
出
金
を
専

　
決
処
分
に
よ
り
支
出
し
た
。

承
認
５
　
専
決
処
分
事
項
の
報
告

　
（
平
成
９
年
度
西
桂
町
老
人
保
健

　
法
特
別
会
計
補
正
予
算
３
号
議

定
一

０
２
３
５
万
８
千
円
を
適
加
し
、

予
算
総
額
を
２
億
５
千
４
３
８

万
４
千
円
と
す
る
補
正
で
あ
る
。

９
年
度
医
療
給
付
費
支
払
急
増

に
よ
る
増
額
で
あ
る
。

　
　
　
一
一
　
　
・
…
－
－
一

４
月
３
０
日
講
会
運
営
委
員
会

　
◇
運
営
方
法
決
定

ｎ
日
本
会
講
開
会

　
◇
会
議
録
署
名
議
員
指
名

　
麦
覇
の
決
定

　
◇
町
長
議
案
一
括
上
程

　
　
　
一
承
認
２
－
５
一

　
　
　
一
括
説
明
・
一
括
質
疑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
馬

’２■



核実験を強行した
インド・パキスタン両国大使館へ抗議書送付

あなたの請願 ・陳情は

スタン両国の核案脚二抗講し、全ての

禁止と核兵器魔蟹を求める決講（要旨〕
キ
艘

、
’
実

ンド ・

国の核

　核兵器廃絶は、人類共通の悲願であり 、人類の生存

を脅かす核兵器からこの地球環境を守り 、次世代に引

き継ぐため、成し遂げなくてはならない課題である
。

　こうした中、インド ・パキスタン両国が相次ぎ核実

験を強行した。このことは国際世論を無視し、核軍縮

体制を崩壊させ、南アジア地域に不安と緊張をもたら

す危険極まりない行為であり 、極めて遺憾である
。

　世界で唯一の被爆国である我が国は、世界の恒久平

和と核兵器の廃絶に取り組まなくてはならない。西桂

町議会では、昭和６ユ年に、「核兵器廃絶平和町宣言」

を決議したところである
。

　ここに再び、町民とともに恒久平和と核兵器廃絶を

願い、今回のインド ・パキスタン両国の核実験に強く

抗議するとともに、あわせて、核保有国を含む全ての

国において、核実験を禁止し、核兵器廃絶に向けて積

極的な取り組みがなされるよう強く求めるものである
。

　平成１０年６月１９日

　　　　　　　　　　　　　　　西桂町議会

抗議書提出先：インド ーパキスタン大使館

採
択
と
な
り
ま
し
た

陳
情
６
　
非
核
宣
言
自
治
体
と
し

て
．
イ
ン
ド
・
パ
キ
ス
タ
ン
の

核
実
験
に
抗
議
す
る
文
書
提
出

を
求
め
る
要
請

処
理
　
抗
議
書
を
大
使
館
に
送
付

陳
情
７
　
学
校
事
務
職
員
及
ぴ
学

校
栄
養
職
員
等
、
現
行
の
義
務

教
育
費
国
庫
負
担
対
象
職
員
の

範
囲
を
堅
持
し
、
教
育
の
機
会

均
等
水
準
維
持
向
上
の
た
め
の

請
願
書
（
陳
情
扱
い
）

処
理
　
意
見
書
を
各
省
に
送
付

審
査
見
送
り
と
な
り
ま
し
た

陳
情
５
　
遺
伝
子
組
換
え
食
品
の

表
示
等
を
求
め
る
国
へ
の
意
見

書
提
出
に
関
す
る
要
請
書

陳
情
８
号
　
　
「
定
住
外
国
人
の
地

方
参
政
権
」
付
与
［
反
対
す
る

陳
情
書

委員長就任あいさつ

　
去
る
５
月
１
１
日
の
臨
時
議
会

に
各
委
員
会
委
員
の
改
選
が
行

わ
れ
議
会
運
営
委
員
の
皆
様
の

ご
推
挙
に
よ
り
、
再
度
委
員
長

に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
本
日

ま
で
の
経
験
を
生
か
し
、
公
正

円
満
な
議
会
運
営
と
活
発
な
議

会
審
議
が
図
ら
れ
る
べ
く
、
微

む会運営委口長

小山患男

力
な
が
ら
頑
張
る
所
存
で
す
。

　
申
す
ま
で
も
な
く
議
会
運
営

委
員
会
は
定
例
及
び
臨
時
議
会

の
会
期
の
取
り
決
め
、
議
事
運

営
に
関
す
る
諸
議
題
及
び
議
長

諮
問
事
項
の
協
議
を
行
い
、
本

会
議
等
の
運
営
が
円
滑
・
効
率

的
に
議
長
が
行
え
る
よ
う
取
り

決
め
る
委
員
会
で
あ
り
ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
の
議
会
に
対
す

る
ご
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う

最
善
の
努
力
を
い
た
し
ま
す
の

で
、
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

総
務
常
任
委
員
会
付
託

議
会
広
報
編
集
委
員
辞
任

＾
牛
田
議
員
・
永
田
議
員
〕

本
会
議
休
憩

連
合
審
査
会

◇
付
託
議
案
審
査

本
会
議
再
開

◇
付
託
議
案
総
務
委
員
長
報

告
（
承
認
２
－
５
）

　
一
括
質
疑
・
討
論
・
採
決

◇
常
任
委
員
選
任

◇
議
会
運
営
委
員
選
任

◇
譲
会
広
報
編
集
委
員
選
任

本
会
謝
休
憩

◇
委
員
会
正
副
委
員
長
互
選

本
会
謝
再
開

◇
各
委
員
会
の
正
副
委
員
長

互
選
の
報
告

本
会
諏
閉
会

西桂町議会構成一覧表

副訟長渡辺 英一郎

建設文教常任委員会

委員長梅原啓一
副委員長　高尾活弍

委　員滝口憲一
　　　　石原　滋

牛田

建設、水道、教育関係の調査 ・議案審査

請願陳情審査を行う
。

議長石原　　滋
　　総務常任委員会
委員長小林隆芳
副委員長　永田富幸

委員小山忠男前田巳智男
　　　　高尾嘉一　　渡辺英一郎

総務、企画振興、住民福祉関係の調査
議案審査 ・請願陳惰審査を行う

。

議会運営委員会
委員長小山忠男
副委員長　滝口憲一

委　員高尾嘉一
　　　　牛田　茂

梅原啓一 梅原啓一

　
弍
男
男
芳

編
一
慧
智
隆

報
　
　
目

広
一
尾
｝
暇

　
一
高
一
前
一

会
一議
一
長
長
員

　
　
員

　
一
員
委
一
委
副
委

－３■



平成１０年７月１目よＯ

－
職
員
の
旅
費
支
給
見
直
し

一
近
隣
地
■
域
へ
の
出
張
に
は
手
当
支
給
せ
ず
一

　
　
　
・
会
議
に
出
席
す
る
議
員
へ
の
手
当
は
廃
止
－

平成１０年度

般会計予算ほか全講案を可決

６月定例会運合審査会 ・議案審査

総
務
課
説
明

■
正
□
３
万
８
干
円
覆
邊
ｍ

８
，

　
１
７
藺
７
干
５
０
３
万
８
干
円

　
補
正
内
容
は
、
議
会
費
へ
県

町
村
議
会
議
長
会
会
長
経
費
、

税
の
賦
課
適
性
経
費
、
保
育
行

政
経
費
、
地
域
防
災
安
全
対
策

経
費
、
社
会
教
育
費
へ
青
少
年

非
行
防
止
対
策
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
事
業
等
を
追
加
、
特
別
職
給

料
改
定
に
伴
い
ー
３
７
万
５
千

円
を
減
額
し
、
歳
入
は
地
方
交

付
税
で
措
置
す
る
。

問
　
青
少
年
非
行
防
止
対
策
と

し
て
、
上
町
に
続
く
４
地
区
の

組
織
化
に
向
け
た
現
状
の
取
組

み
状
況
を
お
聞
か
せ
願
い
た
い
。

教
育
長
　
４
地
区
い
っ
せ
い
に

総
務
課
説
明
　
本
件
は
、
社
会

全
般
の
経
済
情
勢
に
合
わ
せ
て

特
別
職
の
給
料
を
見
直
す
も
の

で
あ
り
、
平
成
ｍ
年
７
月
－
日

よ
り
実
施
す
る
。

問
　
条
例
改
正
案
の
給
料
月
額

は
ど
の
よ
う
に
し
て
算
定
し
た

の
か
。

総
務
課
　
自
治
体
の
人
口
・
財

政
規
模
等
を
類
似
団
体
と
比
較

し
、
ま
た
社
会
の
諸
条
件
を
勘

案
し
て
適
正
な
水
準
と
な
る
よ

う
努
め
て
い
る
。

意
見
　
改
正
案
で
は
給
料
引
き

下
げ
と
な
っ
て
い
る
が
、
町
長

以
下
特
別
職
の
責
務
は
重
大
で

あ
り
、
引
き
続
き
町
政
の
た
め

ご
努
カ
を
お
願
い
す
る
。

＝
審
藏
案
件
【

組
織
化
が
で
き
る
よ
う
、
教
育

委
員
会
で
最
終
的
な
協
議
に
入

っ
て
い
る
。
６
月
末
に
は
行
動

に
移
せ
る
と
考
え
て
い
る
。

問
　
区
・
育
成
会
等
の
役
員
に
、

地
元
地
区
の
教
育
委
員
の
働
き

か
け
が
必
要
で
は
。

教
育
長
　
４
地
区
の
組
織
化
に

向
け
て
、
教
育
委
員
が
足
並
み

を
そ
ろ
え
て
、
地
元
地
区
の
役

員
に
協
力
を
求
め
、
組
織
化
に

向
け
て
動
き
出
す
。

意
見
　
上
町
地
区
の
経
験
で
組

織
化
に
あ
た
っ
て
は
、
関
係
者

の
意
欲
が
大
切
で
あ
る
。
ま
ず

教
育
委
員
を
中
心
と
し
て
準
備

会
を
開
催
し
、
そ
の
後
総
会
を

経
て
上
町
青
少
年
育
成
会
議
が

設
立
さ
れ
た
。

町長 ・収入役 ・教育長報酬改正一覧

職　名

町　　長

収入役
教育長

改正後の報酬

５８０ ，０００円

５００ ，０００円

４８０ ，０００円

引き下げ率

△１０ ．７７％

△３ ．８５％

△４ ，ＯＯ％

改正前の報酬

６５０ ，０００円

５２０ ，ＯＯＯ円

５００ ，ＯＯＯ円

平成１０年７月ユ日より適用

露
挙
一
－
件

選
挙
　
西
桂
町
選
挙
管
理
委
員
会

　
の
委
員
及
ぴ
補
充
員
選
挙
執
行

●
選
挙
管
理
委
員

　
　
　
　
　
　
－
評

　
　
　
　
　
　
　
曹
勇
肋

　
　
　
　
　
　
‘
驚

牛田和昭委員
　体町地区）

ｍ‘ハ
新田文夫委員　　柏木　茂委員
（下暮地地区）　　　（上町地区〕



萎繕義常

（調査）ミニサッカー場造成工事及び小屋の入防災対策事業の進捗状況は

（結果）おおむね適正に処理されており 、地域要望を踏まえ事業を進めてほしい

　調査事項の１、 ミニサッカー場の造

成工拳及ぴ、調査事項の２ 、小屋の入

防災対繁事業は 、おおむね適正に処理

されていることを確認した 。

　委員より「地域要望もできるだけお

聞きする中で対策を講じてほしい 。」

との要望が出された 。

ミ
一
一
サ
ヅ
カ
■
蜴

遣
威
工
箏
の
遣
蜴
状
況

建
設
課
説
明
　
造
成
工
事
の
主

な
内
容
は
、
掘
削
等
土
工
事
、

水
路
工
事
、
防
球
ネ
ッ
ト
用
柱

建
て
込
み
工
事
、
舗
装
工
事
、

防
球
ネ
ッ
ト
張
り
工
事
等
で
あ

る
。
現
在
は
防
球
ネ
ッ
ト
用
柱

建
て
込
み
工
事
を
施
工
し
て
い

る
。
当
初
の
予
定
ど
お
り
８
月

２
５
日
に
は
完
成
で
き
る
見
込
み

で
あ
る
。

　
ミ
ニ
サ
ッ
カ
ー
場
の
人
工
芝

の
設
置
工
事
は
、
フ
ッ
ト
サ
ル

用
の
人
工
芝
の
専
門
業
者
で
あ

る
ソ
ー
コ
ー
株
式
会
杜
と
、
契

約
を
結
び
、
６
月
下
旬
よ
り
１

ヶ
月
間
で
人
工
芝
の
制
作
、
７

月
下
旬
か
ら
設
置
工
事
に
入
り

８
月
２
５
日
に
完
成
予
定
。

　
ミ
ニ
サ
ッ
カ
ｉ
場
事
務
所
・

倉
庫
建
設
工
事
は
、
プ
レ
ハ
ブ

造
り
建
坪
約
８
坪
で
あ
る
。
建

築
確
認
申
請
事
務
に
約
１
ヶ

月
、
建
築
工
事
に
約
２
０
日
を
見

込
み
８
月
２
５
日
に
完
成
予
定
。

意
見
　
全
て
の
工
事
が
予
期
でミニサッ カー場横水路を視察する町…義会議員

き
な
い
災
害
事
故
等
が
な
い
限

り
、
今
回
目
標
と
し
て
い
る
８

月
２
５
日
の
工
期
ま
で
に
は
予
定

ど
お
り
完
成
で
き
る
見
込
み
で

あ
る
。小

目
の
入
砺
災
対
蠣

　
　
箏
，
の
遣
蜴
状
況

企
画
振
輿
課
説
明
　
倉
見
地
区

都
留
市
境
地
区
、
中
央
白
動
車

道
を
保
全
対
象
と
し
、
以
前
よ

り
山
地
災
害
危
険
地
区
に
指
定

さ
れ
、
平
成
７
年
度
よ
り
県
事

業
の
防
災
対
策
総
合
治
山
事
業

と
し
て
進
め
て
い
る
。

　
計
画
で
は
平
成
１
０
年
度
に
都

留
市
境
地
区
に
谷
止
工
－
基
、

倉
見
地
区
に
流
路
工
１
３
５
メ

ー
ト
ル
を
計
画
し
て
い
る
。

委員長就任あいさつ

総務委ｏ長

小林隆芳

　　　　去る５月臨時議会において総務委

　　　員各位のご推挙により 、委員長に就

　　　任することになりました。微力なが

ら澤身の努力をいたす所存であります 。

　申すまでもなく当委員会は総務、企画振

興、 公有財産管理、住民福祉等多くの重要

な分野を掌握して事務調査を進め、町の事

業推進に参画するものであります 。

　社会の高度化に伴い複雑多様化し、なか

なか先行きの見定めが容易でない世相とな

っております。委員会は十分な調査検討し

論議を重ねより良い調査ができ 、委員が納

得できる運営を心がけてまいりたいと存じ

ます。町民各位のご理解とご協力をお願い

申し上げます 。

●
選
挙
管
理
委
員
補
充
員

渡
辺
　
孟
　
　
補
充
員
＾
倉
見
区
）

羽
根
田
　
巌
　
補
充
員
（
本
町
区
）

小
林
　
達
郎
　
補
充
員
（
上
町
区
〕

新
田
新
一
郎
補
充
員
一
下
暮
地
区
〕

同
童
－
件

同
意
３
　
西
桂
町
収
入
役
選
任
に

　
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と

阪入役

　川村吉貢

覇
隻
２
件

承
認
６
　
専
決
処
分
專
項
の
報
告

＾
西
桂
町
税
条
例
の
一
部
改
正
）

○
法
俸
の
改
正
に
伴
う
条
例
改
正

　
で
、
主
な
改
正
内
容
は
、
平
成

　
１
０
年
慶
－
年
限
り
の
措
置
と
し

　
て
町
民
税
納
期
を
改
正
す
る
。

承
認
７
　
平
成
９
年
度
西
桂
町
一

　
般
会
計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算

　
書
の
報
告

○
平
成
９
年
度
西
桂
町
一
般
会
計

　
補
正
予
算
第
６
号
に
計
上
さ
れ

　
た
繰
越
事
業
に
つ
い
て
は
既
に

　
執
行
済
み
。

案
例
］
４
件

訟
案
２
６
　
西
桂
町
長
等
の
給
与
及

　
び
旅
費
条
例
の
一
部
改
正

訟
案
２
７
　
西
桂
町
教
育
長
の
給
与

　
等
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の

　
一
部
改
正

○
社
会
全
般
の
経
済
情
勢
に
合
わ

　
せ
教
育
長
の
給
料
を
見
直
す
。

　
平
成
ｍ
年
７
月
ユ
日
よ
り
実
施
。

訟
案
２
８
　
西
桂
町
職
員
旅
費
支
給

　
条
例
の
全
部
改
正

　
乍
（
７
ぺ
ー
ジ
に
続
く
）
↑

１５１



初
応
曇
恵
れ
ず
、

６月定例会
場工事現人工芝はり直前のミ

　
定
例
町
議
会
の
開
会
に
あ
た

り
、
私
の
所
信
の
一
端
を
申
し

述
べ
、
活
活
西
桂
の
建
設
の
た

め
、
議
員
各
位
並
び
に
町
民
各

位
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り

た
い
と
存
じ
ま
す
。

《
内
外
の
情
勢
》

　
最
近
の
国
際
情
勢
で
、
イ
ン

ド
・
パ
キ
ス
タ
ン
両
国
の
核
実

験
は
、
被
爆
国
の
我
が
国
に
も

衝
撃
を
与
え
ま
し
た
。
核
兵
器

廃
絶
平
和
町
宣
言
を
行
っ
て
い

る
当
町
と
し
て
容
認
す
べ
き
も

の
で
は
な
く
、
ア
ジ
ア
中
東
諸

国
へ
の
波
及
が
危
倶
さ
れ
ま
す
。

国
内
の
経
済
状
況
は
、
景
気
が

低
迷
し
て
お
り
、
失
業
率
は
欧

米
並
み
に
近
づ
き
つ
つ
あ
り
、

政
府
の
経
済
対
策
等
に
よ
り
一

刻
も
早
い
景
気
の
回
復
が
待
た

れ
て
お
り
ま
す
。

〈
石
原
竈
長
、
山
梨
＾
町
村

　
　
凹
会
醐
長
会
会
長
閉
導

　
石
原
議
長
に
は
、
６
月
ユ
日
、

第
４
７
代
の
会
長
に
御
就
任
な
さ

れ
ま
し
た
。
県
町
村
議
長
会
で

の
ご
活
躍
を
ご
期
待
申
し
上
げ

ま
す
。
ま
た
私
も
、
平
成
９
年

度
南
都
留
郡
町
村
会
長
を
終
了

し
ま
し
た
。
関
係
各
位
に
御
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

＾
特
別
職
給
料
の
引
下
げ
等
》

　
私
は
初
心
を
忘
れ
ず
、
経
営

感
覚
及
び
効
率
的
な
行
財
政
運

営
を
指
針
と
し
て
取
り
組
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
特

別
職
の
給
料
に
つ
い
て
経
済
情

勢
に
合
わ
せ
、
報
酬
等
審
議
会

に
給
料
の
引
き
下
げ
を
諮
問
し
、

答
申
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
旅
費
の
う
ち
近
隣
地
域

出
張
時
の
費
用
弁
償
日
当
を
不

支
給
と
す
る
よ
う
条
例
改
正
案

も
提
出
し
ま
し
た
。
ご
理
解
を

願
い
た
い
と
存
じ
ま
す
。

套
蟹
整
傭
》

　
県
道
富
士
吉
田
西
桂
線
の
整

備
に
関
し
て
は
、
西
桂
町
道
路

建
設
相
談
委
貝
会
を
設
置
し
、

対
処
し
て
い
く
考
え
で
進
め
て

ま
い
り
ま
し
た
。
倉
見
地
区
委

員
の
選
出
に
つ
い
て
、
十
数
名

の
方
々
の
推
薦
が
あ
り
ま
し
た

の
で
、
そ
の
方
々
に
お
願
い
に

回
っ
た
と
こ
ろ
、
皆
さ
ん
そ
れ

ぞ
れ
時
間
を
い
た
だ
き
た
い
と

の
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。
今
後

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
議

会
及
び
地
元
地
区
と
十
分
協
議

し
、
進
め
て
い
く
考
え
で
す
。

　
ま
た
平
成
８
年
に
富
士
吉
田

市
・
都
留
市
・
西
桂
町
で
建
設

大
臣
等
に
対
し
、
国
道
ユ
３
９

号
線
の
バ
イ
パ
ス
計
画
の
陳
惰

書
を
提
出
し
て
お
り
ま
す
。
こ

の
件
に
関
し
て
、
国
に
お
い
て

交
通
量
調
査
を
実
施
し
て
い
る

と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
将
来
的

に
は
、
こ
の
バ
イ
パ
ス
に
接
続

す
る
と
思
わ
れ
る
河
口
湖
バ
イ

パ
ス
等
の
建
設
に
つ
い
て
も
先

甘
．
．

桂川公園として来春誕生、仮称柿の木公園工事現場

■６■



公園の名称は桂川公園に（報告）応募の緒果
、

（報告）環境ホルモン用心が大切 ・ごみ処理は広域業務で対応

　
ｕ
境
ホ
ル
モ
ン
に
つ
い
て
鶉
告

　
環
境
ホ
ル
モ
ン
は
人
体
の
内

分
泌
に
影
響
を
与
え
る
物
資
と

さ
れ
て
い
る
が
定
義
が
不
確
定
。

疑
わ
れ
て
い
る
物
質
と
し
て
、

ポ
リ
カ
ー
ボ
ネ
ー
ト
が
あ
げ
ら

れ
、
食
器
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。

人
体
へ
の
影
響
に
つ
い
て
、
厚

生
省
が
中
心
と
な
っ
て
調
査
を

し
て
い
る
段
階
で
あ
る
。

　
新
聞
等
報
道
機
関
で
報
道
し

て
い
る
の
で
、
各
自
「
疑
わ
し

き
は
使
用
せ
ず
」
の
方
が
良
い
。

　
検
査
に
つ
い
て
は
、
薬
剤
師

会
に
依
頼
す
る
と
で
き
る
。
し

か
し
食
品
衛
生
基
準
の
中
で
行

い
、
費
用
は
一
件
８
万
円
く
ら

い
か
か
る
。

　
＾
吉
田
保
健
所
調
べ
に
よ
る
）

　
こ
み
処
邊
－
本
酎
画
の
報
告

　
本
計
画
は
法
律
の
規
定
に
基

づ
い
て
作
成
し
、
西
桂
町
第
３

次
長
期
総
合
計
画
を
ふ
ま
え
て

内
容
を
決
定
し
た
。
広
域
業
務

と
位
置
づ
け
近
隣
市
町
村
と
整

合
性
を
図
っ
た
。

　
処
理
施
設
は
、
ゴ
ミ
・
し
尿

処
理
の
衛
生
的
合
理
的
な
収
集

処
理
体
制
の
確
立
を
図
る
た
め

に
、
施
設
の
確
保
を
進
め
る
。

　
収
集
体
制
は
、
ゴ
ミ
分
別
収

集
の
徹
底
や
指
導
強
化
に
よ
り

住
民
サ
ｉ
ビ
ス
向
上
に
努
め
る
。

　
産
業
廃
棄
物
は
、
自
已
処
理

の
明
確
化
を
図
り
環
境
美
化
へ

の
理
解
と
住
民
意
識
の
高
揚
を

図
る
。

　
（
住
民
福
祉
課
報
告
に
よ
る
）
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の
５
月
末
に
県
に
対
し
、

書
を
提
出
し
ま
し
た
。

陳
情

《
環
境
整
傭
》

　
西
桂
町
総
合
行
政
シ
ス
テ
ム

化
事
業
に
つ
い
て
は
、
ハ
ー
ド

の
主
要
な
整
備
を
終
え
、
ソ
フ

ト
導
入
の
段
階
を
迎
え
て
お
り

ま
す
。
現
在
は
基
本
と
な
る
住

民
記
録
シ
ス
テ
ム
の
デ
ー
タ
入

力
作
業
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
ソ
フ
ト
導
入
と
デ
ー
タ

処
理
を
進
め
て
い
く
予
定
で
あ

り
ま
す
。

仮称柿の木公圓の名称応暮作品

公　園　名
桂　１１１公　園
帷」ｌｌこうえん、かつらがわこうえん〕

みんなのこうえん
（みんなの公園〕

‘二しかつらこうえん
（西桂公冨〕

いきいき公圓
性き生き公園 、いきいきこうえん〕

桂　公　圓
（桂こうえん 、かつらこうえん〕

なかよしこうえん
（なかよし公園〕

応募数

２２名

１５名

８名

７名

７名

７名

応募総数４０３名

議会と行政で協議の結果 、桂」ｌ１

公園に決定する 。

奮
業
振
臭
》

　
転
作
促
進
で
あ
り
ま
す
が
、

転
作
目
標
面
積
２
５
・
８
～
は
、

農
家
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り

面
積
を
ク
リ
ア
で
き
る
見
込
み

で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
本
年
度

導
入
さ
れ
た
「
と
も
補
償
制
度
」

に
つ
き
ま
し
て
も
、
引
き
続
き

関
係
機
関
と
検
討
す
る
中
で
、

実
施
し
て
ま
い
り
た
い
考
え
で

お
り
ま
す
。

《
福
祉
の
充
実
》

　
三
ツ
峠
周
辺
整
備
事
業
の
う

ち
、
ミ
ニ
サ
ッ
カ
ー
場
造
成
工

事
は
順
調
に
進
ん
で
お
り
ま
す
。

来
る
９
月
１
５
日
に
は
、
竣
工
式

を
予
定
し
て
お
り
、
各
種
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
有
効
利
用
を
図

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
に
つ
い
て

は
、
よ
り
利
用
さ
れ
る
施
設
を

目
指
し
て
、
先
般
、
設
計
を
発

注
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

資
料
が
整
い
次
第
、
説
明
を
行

い
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

桜
の
里
づ
く
り
事
業
は
、
引
き

続
い
て
植
栽
の
た
め
、
植
栽
地

に
つ
い
て
、
地
権
者
の
ご
協
力

が
得
ら
れ
る
よ
う
、
努
力
し
て

お
り
ま
す
。

　
県
事
業
と
し
て
建
設
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
仮
称
柿
の
木
公

園
に
つ
い
て
は
、
小
川
及
び
池

の
設
置
、
水
車
の
た
め
の
水
量

の
確
保
が
さ
れ
、
だ
い
ぶ
公
園

ら
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
来

年
４
月
の
開
園
予
定
を
目
指
し

て
工
事
が
進
ん
で
お
り
ま
す
。

正
式
名
称
募
集
に
は
、
多
数
の

応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
議
会
と

相
談
し
、
名
称
を
決
定
し
、
６

月
末
ま
で
に
都
留
土
木
事
務
所

へ
報
告
を
し
て
い
く
予
定
で
あ

り
ま
す
。

　
↑
（
５
ぺ
－
・
ジ
よ
り
続
く
一
↑

○
県
内
複
数
の
市
町
村
が
見
直
し

　
を
行
っ
て
い
る
状
況
に
あ
り
、

　
準
則
を
基
に
整
備
す
る
。
旅
費

　
の
支
給
、
旅
行
命
令
、
旅
費
の

　
種
類
等
を
見
直
し
、
新
た
に
日

　
当
の
不
支
給
地
域
を
設
定
す
る
。

諏
案
２
９
　
西
桂
町
国
民
健
康
保
険

　
税
条
例
の
一
部
改
正

○
国
民
健
康
保
険
税
の
平
準
化
と

　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
の
長

　
期
的
な
健
全
財
政
維
持
の
た
め

　
税
率
の
一
部
を
改
正
す
る
。

亨
算
一
－
件

議
案
３
０
　
平
成
１
０
年
度
西
桂
町
一

　
般
会
計
補
正
予
算
－
号
議
定

寵
員
提
出
］
３
件

発
蟻
－
　
西
桂
町
議
会
議
員
の
報

　
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る

条
例
の
一
都
改
正

○
行
政
組
織
の
職
員
に
対
す
る
旅

　
費
の
見
直
し
に
賛
同
す
る
も
の

　
で
、
町
議
会
議
員
に
つ
い
て
も

　
同
様
な
処
置
を
と
る
。
条
例
改

　
正
に
伴
っ
て
、
本
会
議
・
委
員

　
会
に
議
員
が
出
席
し
た
場
合
に

　
支
給
さ
れ
た
旅
費
日
当
に
つ
い

　
て
は
、
廃
止
と
な
る
。

発
訟
２
　
イ
ン
ド
・
パ
キ
ス
タ
ン

　
の
核
実
験
に
抗
議
す
る
決
議

発
訟
３
　
学
校
事
務
職
員
・
学
校

　
栄
養
職
員
給
与
を
国
庫
負
担
の

　
対
象
外
と
す
る
措
置
反
対
に
関

　
す
る
意
見
書

■７－
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幅
作
作
靱
の
加
工
の
た
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
工
晒
設
の
竈
ｏ
看

　
　
　
呵
民
利
用
施
設
か
・
観
光
客
向
け
の

　
　
　
　
　
　
　
　
観
光
施
設
と
す
る
か
検
討
中

　
　
　
別
世
紀
は
、
地
球
規
模

問
　
　
　
の
人
口
・
食
糧
・
環
境

問
題
等
の
深
刻
化
が
懸
念
さ
れ

て
い
る
。
我
が
国
の
食
糧
自
給

率
は
、
先
進
国
中
最
低
の
４
２
％

と
い
う
状
況
で
あ
る
。
と
こ
ろ

が
米
に
関
し
て
は
４
年
連
続
の

豊
作
や
米
消
費
の
減
退
等
に
よ

り
、
在
庫
量
は
極
度
に
増
加
し
、

こ
の
た
め
生
産
調
整
、
滅
反
、

転
作
推
進
と
な
っ
た
わ
け
で
あ

る
。　

去
る
５
月
９
日
第
－
回
ク
マ

ガ
イ
草
ま
つ
り
を
生
活
改
善
グ

ル
ー
プ
紬
会
の
方
々
が
中
心
と

な
り
実
施
さ
れ
た
。
地
元
で
取

れ
た
青
ば
た
大
豆
を
販
売
し
た

と
こ
ろ
大
変
な
好
評
を
得
て
、

現
在
で
も
注
文
が
殺
到
し
て
い

る
。
リ
ン
ゴ
栽
培
・
そ
ば
栽
培
、

モ
ロ
コ
シ
・
大
根
栽
培
等
、
農

業
振
興
を
図
っ
て
い
く
地
盤
が

で
き
っ
っ
あ
る
。

　
そ
こ
で
第
ー
の
質
問
と
し

て
、
平
成
９
年
９
月
定
例
町
議

会
で
一
般
質
問
し
た
と
き
、
加

工
施
設
整
備
は
町
の
活
性
化
と

農
業
振
興
に
は
必
要
不
可
欠
と

言
わ
れ
た
。
早
急
に
加
工
施
設

の
整
備
が
必
要
で
あ
か
、
町
の

考
え
方
を
お
尋
ね
す
る
。

長
緊
急
生
産
調
整
対
策
い

而
川
　
わ
ゆ
る
転
作
に
つ
い
て

は
、
平
成
ｍ
年
度
・
平
成
ｕ
年

度
に
お
い
て
、
国
の
施
策
に
よ

り
実
施
さ
れ
る
制
度
で
あ
る
。

当
町
で
は
転
作
目
標
面
積
に
つ

い
て
、
農
家
の
皆
さ
ん
の
ご
理

解
ご
協
力
に
よ
り
、
何
と
か

２
５
・
８
脆
の
目
標
面
積
を
達
成

で
き
る
と
担
当
課
よ
り
報
告
を

←

転作田で農作業する農業委員会

受
け
て
い
る
。
現
在
、
農
業
振

興
対
策
と
し
て
、
手
織
の
里
・

生
活
改
善
一
大
豆
の
会
・
そ
ば

の
会
等
各
グ
ル
ー
プ
に
、
遊
休

農
地
を
利
用
し
た
転
作
促
進
の

積
極
的
な
活
動
を
展
開
し
て
い

た
だ
き
、
更
に
特
産
品
開
発
等

に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

心
か
ら
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上

げ
る
次
第
で
あ
る
。

　
私
は
、
担
当
課
に
、
町
営
三

ツ
峠
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
内
の

施
設
の
改
築
等
を
含
め
た
検
討

を
指
示
し
た
。
町
民
の
利
用
施

設
か
観
光
客
向
け
施
設
整
備
か

模
索
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
今
後
、
加
工
施
設
整
備

に
つ
い
て
は
、
財
政
面
、
運
営

組
織
等
の
確
立
を
考
え
る
中
、

前
向
き
に
進
め
て
い
く
。

幅作作｝の販竈促遺のため

ほ竈竈閨及び與売ル■ト０口倶は

Ｊ　Ａ都留の直売場に受入れを計画

口家の夕市 ・青空市場の後援を

「
阯
１
●
饒
■

　
　
　
現
在
、
町
に
は
、
農
産

問
　
　
　
物
を
販
売
す
る
施
設
が

な
い
。
転
作
に
よ
る
収
穫
物
の

販
売
ル
ｉ
ト
の
確
保
対
策
が
急

務
で
あ
る
。
町
と
し
て
販
売
促

進
に
つ
い
て
の
考
え
方
、
今
後

の
対
応
に
つ
い
て
お
尋
ね
す
る
。

長
第
ユ
回
ク
マ
ガ
イ
草
ま

、
…
　
つ
り
で
都
市
住
民
に
、

青
ば
た
大
豆
を
販
売
し
た
と
こ

ろ
、
大
変
な
好
評
を
得
た
と
担

当
課
よ
り
報
告
を
受
け
て
い
る
。

町
の
農
業
振
興
に
つ
い
て
は
、

着
実
に
進
展
し
て
い
る
と
推
測

さ
れ
る
。

　
お
尋
ね
の
販
売
促
進
に
つ
い

て
は
、
Ｊ
Ａ
つ
る
が
現
在
建
設

中
の
農
産
物
直
売
加
工
所
に
農

産
物
の
受
入
に
つ
い
て
、
お
願

い
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま

た
農
業
委
員
会
等
の
ご
協
力
を

い
た
だ
く
中
で
、
野
菜
等
を
販

売
す
る
夕
市
若
し
く
は
、
青
空

市
的
な
販
売
促
進
計
画
も
あ
れ

ば
後
援
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。
更
に
こ
の
機
会
に
都

市
住
民
と
の
交
流
会
及
び
各
種

イ
ベ
ン
ト
の
中
で
の
農
産
物
の

即
売
に
つ
い
て
も
、
後
援
し
て

い
き
た
、

　
な
お
リ
ン
ゴ
・
そ
ば
・
青
ば

た
大
豆
・
プ
ル
ー
ン
等
を
特
産

晶
と
し
て
位
置
づ
け
、
農
家
の

皆
さ
ん
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お

願
い
す
る
。

－８■



　
　
　
Ｏ
Ａ
化
の
違
蜴
状
況
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
箏
竈
改
●
内
容
は

　
　
　
住
民
衰
、
税
等
主
な
台
帳
シ
ス
テ
ム
は

　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
１
０
年
度
中
に
稼
聰
予
定

　
　
　
町
で
は
、
総
合
行
政
シ

問
　
　
　
ス
テ
ム
化
事
業
に
多
額

の
費
用
を
投
じ
て
き
た
が
、
こ

こ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
そ
の
成
果

を
判
断
す
る
こ
と
は
町
民
に
と

っ
て
難
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
平
成
８
年
度
、
平
成
９
年
度

の
総
合
行
政
シ
ス
テ
ム
化
事
業

西倖町Ｐやネ・ツ・ ト・ワ÷ク

西桂町役場電子掲示板の初期画面

の
導
入
状
況
、
事
務
改
善
内
容

を
お
尋
ね
す
る
。
ま
た
平
成
１
０

年
度
以
降
の
住
民
票
等
窓
口
事

務
、
課
税
事
務
等
の
事
務
改
善

計
画
等
を
お
尋
ね
す
る
。

長
総
合
行
政
シ
ス
テ
ム
化

町
計
画
に
基
づ
き
、
平
成

８
年
度
よ
り
５
ヶ
隼
に
わ
た
る

年
次
計
画
を
掲
げ
、
ハ
ｉ
ド
部

分
の
基
幹
整
備
を
ほ
ぼ
終
了
し

た
。
現
在
ま
で
に
、
情
報
の
共

有
部
門
に
関
し
て
、
以
下
に
示

す
事
務
改
善
を
進
め
た
。

○
電
子
掲
一
ホ
板

　
町
職
貝
と
し
て
当
然
知
っ
て

お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
柄

や
、
事
務
手
順
等
に
つ
い
て
、

職
員
誰
も
が
閲
覧
で
き
る
。

＠
電
子
メ
ー
ル

　
ロ
頭
・
書
面
等
で
行
っ
．
て
い

た
伝
達
を
、
電
子
メ
ー
ル
に
よ

り
行
う
。
内
容
の
保
存
や
、
印

刷
物
の
削
減
を
進
め
て
い
る
。

　
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理

　
各
課
及
び
出
先
施
設
の
職
員

の
行
動
予
定
表
を
表
示
、
閲
覧

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

＠
連
絡
先
管
理

　
職
員
各
白
が
持
っ
て
い
た
住

所
録
等
を
全
体
で
閲
覧
で
き
る
。

◎
各
種
デ
ー
タ
の
共
有

　
文
書
受
付
簿
や
予
算
書
、
予

算
差
引
簿
等
の
共
同
利
用
。

　
住
民
基
本
台
帳
シ
ス
テ
ム
は
、

８
月
ユ
日
か
ら
の
住
民
票
発
行

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
、
そ
の

後
印
鑑
証
明
シ
ス
テ
ム
導
入
の

予
定
で
あ
る
。

　
課
税
事
務
は
、
固
定
資
産
税
、

住
民
税
、
軽
白
動
車
税
に
つ
い

て
今
年
度
の
稼
動
を
目
標
、
選

挙
関
係
、
国
民
健
康
保
険
の
資

格
関
係
、
国
民
年
金
等
導
入
も

今
年
度
に
行
う
予
定
で
あ
る
。

　
１
２
年
度
末
ま
で
に
各
種
証
明

書
の
発
行
等
、
住
民
へ
の
直
接

的
サ
ー
ビ
ス
充
実
を
図
る
。

　
こ
れ
ま
で
の
経
費
は
４
千
８

３
３
万
８
千
円
が
機
器
の
購
入

経
費
、
１
２
６
万
３
千
円
が
機

器
の
保
守
委
託
料
と
な
っ
て
い

る
。
導
入
前
後
の
経
常
経
費
の

増
は
、
電
気
料
金
で
役
場
庁
舎

約
５
５
％
弱
増
と
な
っ
て
お
り
、

他
の
施
設
は
、
大
き
な
変
化
は

な
い
。
役
場
庁
舎
の
電
話
料
金

は
変
わ
っ
て
い
な
い
が
、
Ｙ
Ｌ

○
会
館
約
８
０
％
増
、
い
き
い
き

セ
ン
タ
ｉ
約
５
０
％
増
と
な
っ
て

い
る
。

明野ふれあいの里のキャンプサイト

オ■トキヤンプｏの

　　　　計團内昏は

近隣の詞査結果をふまえ
、

充実した施設整備を行う

］
刊
■
問
－

　
　
　
三
ツ
峠
周
辺
整
備
事
業

問
　
　
　
に
つ
い
て
は
課
題
が
山

積
し
、
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
の

利
用
者
の
ご
意
見
で
は
、
施
設

整
備
で
は
、
設
備
の
充
実
が
必

要
で
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。

　
町
で
は
５
月
に
測
量
設
計
委

託
を
行
い
、
施
設
内
容
等
を
立

案
し
て
い
る
。
そ
の
事
業
計
画

に
つ
い
て
お
尋
ね
す
る
。

長
測
量
設
計
委
託
の
成
果

…
山
　
品
が
出
来
た
と
こ
ろ
で
、

議
会
と
協
議
し
て
ゆ
く
。
併
せ

て
用
地
取
得
、
国
有
財
産
の
払

下
げ
は
、
関
係
機
関
と
協
議
を

重
ね
る
。
平
成
ｕ
年
度
に
造
成

工
事
を
行
う
予
定
で
あ
る
。
オ

ー
ト
キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト
、
キ
ャ

ピ
ン
、
テ
ン
ト
サ
イ
ト
、
炊
事

棟
、
ト
イ
レ
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

施
設
を
整
備
し
て
い
き
た
い
。

　
県
内
施
設
の
視
察
調
査
報
告

に
よ
る
と
、
安
く
・
手
軽
に
で

き
、
不
況
下
で
も
人
気
は
根
強

く
、
利
用
者
が
増
加
し
て
い
る
。

将
来
学
校
週
５
日
制
の
導
入
、

企
業
の
週
休
２
日
制
に
よ
る
余

暇
の
増
加
に
よ
り
、
通
年
型
の

バ
ン
ガ
ロ
ー
、
キ
ャ
ビ
ン
等
の

施
設
が
多
く
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　
今
秋
完
成
す
る
フ
ッ
ト
サ
ル

場
と
の
相
乗
効
果
を
見
込
む
中

で
、
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
活

性
化
を
図
り
、
充
実
し
た
施
設

整
備
を
図
り
た
い
。

－９－



建股文敦委口会

（調査）仮称柿の木公園（桂川公園）整備事莱の進捗状況は

完成は来春（結果）平成１０年度工事発注は８月を予定
、

落
・

仮称柿の木公園を視察する町議会議員

建
設
課
説
明
　
本
体
工
事
の
進

捗
状
況
は
、
都
留
土
木
事
務
所

河
川
砂
防
課
河
川
担
当
に
確
認

し
報
告
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
平
成
９
年
度
工
期
が
平
成
１
０

年
７
月
３
１
日
ま
で
と
な
っ
て
い

る
。
平
成
１
０
年
度
工
事
の
発
注

予
定
は
平
成
１
０
年
８
月
の
予
定

で
あ
り
、
西
桂
町
の
中
央
に
位

　本件はおおむね道正に処理されて

いることを確認した
。

　また倉見地区より公園に通ずるつ

り橋の早期む工の要望、さらに小学

校通学路となる樹１１管理道の舗装等

整備と早期供用開始に向けて努カを

との要望が出された 。

置
す
る
諸
施
設
の
整
っ
た
公
園

と
し
て
、
完
成
は
来
年
春
に
向

っ
て
進
捗
し
て
い
る
。

問
　
倉
見
地
区
よ
り
公
園
へ
の

つ
り
橋
は
ど
ん
な
計
画
か
。

町
長
　
つ
り
橋
関
係
の
用
地
取

得
が
８
月
い
っ
ぱ
い
で
地
権
者

の
同
意
が
得
ら
れ
れ
ば
、
そ
の

後
、
用
地
を
徐
々
に
埋
め
立
て

て
、
つ
り
橋
建
設
に
か
か
る
の

は
、
土
地
が
安
定
し
た
後
と
な

る
。
２
年
か
ら
３
年
の
歳
月
が

か
か
る
見
込
み
で
あ
る
。

問
小
学
校
通
学
路
と
し
て
桂

川
管
理
遺
の
供
用
開
始
時
期
は
。

建
設
課
　
通
学
路
と
な
る
桂
川

管
理
道
は
、
現
在
事
業
執
行
中

　　　住民の生活様式が大きく変わりつ

　　つある昨今、町行政もますます高度

　　化され専門化する中で、それに対応

して委貝会での審査 ・調査能力を高める

必要があるとされています 。

　建設文教委員会は土木建設事業、小中

学校、さらに社会教育問題における教育

行政一般について、専門分野での調査事

項を活発に論議して、行政が示す施策を

積極的にチェックする機関であります 。

　委員一人一人が一丸となって、与えら

れた任期を一生懸命頑張る所存でありま

す。 町民皆様方の今後のご支援をよろし

くお願い申し上げます 。

　　　　　　　　　建設文教委員一同

委員会改選にあたって

委員長梅原啓一

副委員長 高尾活弍

滝口憲一員委

茂
滋

牛田

石原

４
　
　
　
４

の
柿
の
木
公
園
内
の
北
西
側
に

あ
た
り
、
７
月
３
ユ
日
に
完
成
予

定
で
あ
る
が
、
利
用
す
る
子
供

の
た
め
に
本
町
地
区
よ
り
管
理

道
へ
の
進
入
路
も
建
設
す
る
。

町
長
　
管
理
道
を
使
っ
て
通
学

す
る
際
、
学
校
へ
の
進
入
路
建

設
用
地
は
小
学
校
プ
ー
ル
敷
地

下
で
、
周
辺
は
水
田
で
、
耕
作

者
が
秋
の
取
り
入
れ
を
行
っ
た

後
に
工
事
に
か
か
り
た
い
。
進

入
路
が
整
備
さ
れ
た
後
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
・
学
校
・
教
育
委
員
会
と
協

議
し
、
安
全
を
確
か
め
て
供
用

開
始
と
し
た
い
。

意
見
　
諸
条
件
が
整
っ
た
時
点

で
施
設
を
作
る
べ
く
努
力
を

し
、
早
期
供
用
開
始
が
さ
れ
る

こ
と
を
希
望
す
る
。

８
日
講
会
運
営
委
員
会

　
◇
運
営
方
法
決
定

　
◇
陳
情
処
理
確
認

１
５
日
全
員
協
謝
会

　
◇
議
会
運
営
確
認

　
本
会
議
開
会

　
◇
会
議
録
署
名
議
員
指
名

　
◇
会
期
の
決
定

　
◇
町
長
所
信
表
明

　
◇
町
長
議
案
一
括
上
程

　
　
（
承
認
６
，
７
、

　
　
　
議
案
２
６
－
３
０
一

　
　
一
括
説
明
・
一
括
質
疑

　
◇
議
貝
発
議
上
程

　
　
秦
議
－
一

　
　
説
明
・
質
疑

　
　
総
務
委
員
会
付
託

　
本
会
議
散
会

　
連
合
審
査
会

　
◇
付
託
議
案
審
査

１
９
日
総
務
委
員
会

　
◇
所
管
事
務
調
査

　
建
設
文
教
委
員
会

　
◇
所
管
事
務
調
査

　
全
員
協
識
会

　
◇
議
会
運
営
確
認

　
本
会
識
再
開

　
◇
付
託
議
案
総
務
委
員
長
報

　
　
告
＾
承
認
６
，
７
、

　
　
議
案
２
６
－
３
０
、
発
議
ユ
〕

　
　
一
括
質
疑
・
討
論
・
採
決

　
◇
町
長
議
案
上
程

　
　
一
同
意
３
一

　
　
説
明
・
質
疑
・
討
論
・
採
決

一１０一



壷
茜桂少年野

問
　
参
加
者
と
活
動
日
・
会
場

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

会
長
　
西
桂
小
学
校
の
児
童
－

年
生
か
ら
６
年
生
、
の
３
４
名
で
、

父
兄
役
員
は
８
名
で
す
。

監
轡
　
練
習
日
は
火
曜
日
か
ら

日
曜
日
ま
で
、
西
桂
小
学
校
校

庭
、
午
後
５
時
３
０
分
か
ら
午
後

８
時
３
０
分
ま
で
で
す
。

問
　
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て

い
ま
す
か
。

会
長
少
年
野
球
を
と
お
し
て
、

技
術
の
習
得
と
、
子
供
が
集
ま

っ
て
楽
し
み
な
が
ら
野
球
を
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
南
都
留

地
区
の
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

間
　
今
後
の
目
標
を
教
え
て
く

だ
さ
℃

監
督
　
山
日
杯
の
南
都
留
地
区

予
選
を
通
過
し
、
本
大
会
優
勝

を
目
標
と
し
ま
す
。
本
大
会
出

場
は
約
１
６
チ
ｉ
ム
で
、
子
供
の

甲
子
園
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
チ
ー
ム
プ
レ
イ
を
通
じ
、
礼

儀
、
友
達
へ
の
思
い
や
り
を
学

ぶ
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

間
　
町
の
行
政
と
町
民
に
望
む

こ
と
は
。

監
督
　
教
育
委
員
会
に
は
十
分

な
配
慮
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
父
兄
や
お
子
さ
ん
に
は
少
年

野
球
を
見
に
来
て
い
た
だ
い
て
、

子
供
さ
ん
に
参
加
す
る
機
会
を

与
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

会
長
　
小
さ
な
町
で
す
の
で
、

川村収入役退任
、

　４４年間ご苦労様でした
。

６月定例会 ・退任あいさつ

Ｉ収入役
川村龍雄

　
私
は
昭
和
２
９
年
４
月
－
日
奉

職
以
来
、
平
成
１
０
年
６
月
３
０
日

の
退
任
ま
で
４
４
年
間
、
大
過
な

く
勤
務
出
来
ま
し
た
の
も
、
町

長
や
職
員
、
議
会
議
貝
皆
様
の

ご
指
導
ご
支
援
の
賜
物
と
、
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
歴
代
町
長
さ
ん
議
会
議
員
皆

様
方
か
ら
大
変
貴
重
な
も
の
を

学
び
、
同
時
に
数
々
の
す
ば
ら

し
い
思
い
出
も
賜
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
町
長
さ
ん
、
職
員
の

皆
様
、
議
会
議
貝
の
皆
様
の

益
々
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
ご

祈
念
を
申
し
上
げ
、
退
任
の
あ
一

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　
ね
ぎ
ぢ
．
い
ゆ
｛
債
．

　
　
　
　
．
．
梅
原
啓
．
一
議
員

　
川
村
収
入
役
に
は
、
長
い
間
、

町
行
政
の
発
展
に
尽
く
さ
れ
た

事
に
対
し
、
深
く
感
謝
申
し
あ
、

げ
ま
す
。
要
職
を
退
か
れ
て
も
、
．

町
の
発
展
に
お
力
添
い
を
お
願

い
申
し
上
げ
、
川
村
氏
の
ご
健
．

勝
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

青
少
年
の
人
聞
関
係
が
閉
鎖
的

に
な
り
や
す
い
と
思
わ
れ
、
他

市
町
村
と
交
流
の
機
会
を
増
や

し
、
オ
ー
プ
ン
な
環
境
作
り
が

必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

問
　
議
会
広
報
は
読
み
ま
す
か
。

会
長
　
議
会
広
報
は
読
ん
で
ま

す
よ
。

一
雛
拭
帥
一６月２７日 地元開催、防犯少年野球に参加

◇
議
員
発
議
上
程

　
秦
議
２
一

　
説
明
・
質
疑
・
討
論
・
採
決

◇
議
員
発
議
上
程

　
一
発
議
３
一

　
説
明
・
質
疑
・
討
論
・
採
決

◇
選
挙
管
理
委
貝
会
委
員
・

補
充
員
選
挙

◇
一
般
質
問
（
滝
□
議
貝
）

◇
副
議
長
辞
職

◇
副
議
長
選
挙

◇
閉
会
中
の
委
員
会
継
続
調

　
査
議
決
（
総
務
委
貝
会
、

　
建
設
文
教
委
員
会
、
議
会

　
運
営
委
員
会
、
議
会
広
報

編
集
委
員
会
一

本
会
議
閉
会
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